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(要旨）

犯罪者の更生は．近隣の社会的ネットワークとより広範なコミュニティ'への再参入，そし

て最終的な再統合を含む複雑なプロセスである｡GLM(善い人生モデル,GoodLivesModeDは，

犯罪者がより充実した生きがいのある生活を送るための支援を目的としつつ，各人の再犯危

険性に対処しようとする犯罪者の更生に係る長所基盤の理論である。本稿では，犯罪から

の離脱に関する既存研究を概観し，さらに伝統的な再犯危険性管理のアプローチを紹介した

上で，ＣＬＭとその実務上の含意について詳しく述べていく。
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はじめに

犯罪者の更生は，諸個人からなる近隣の社

会的ネットワークとより広範なコミュニティ

への再参入，そして最終的な再統合を含む複

雑で困難なプロセスである。もちろん，犯罪

者本人が，自らの考え方や感情や行動を社会

適応的なものへと改めるために心理療法プロ

グラムに懸命に取り組み．他の市民に危害を

加えたことに対して自らの責任を受け入れる

必要があるのは当然である。しかしコミュ

ニティの側にも．社会資源と社会的機会を提

供することによって，再統合に向けた犯罪者

の努力を支援する責任がある。満了まで刑に

服して，コミュニティに対する債務を支払っ

た者には，償いと和解のチャンスを得る権利

がある(Ｗａｒｄ＆SalmolL2009)。犯罪者に対

して償いの可能性を認めなければならないの

は，すべての人間の価値は平等であるという

前提があることもその理由のひとつである。

すなわち，我々は何か悪いことをすれば当然

その責任を問われるが，一度刑罰の執行が終

了したならば，その道徳的地位は回復ざせら

１訳者注：原文はCommunity･Communityには住民同士にある程度の交流があり．利害を共右する生活圏というニュア

ンスがあるので．地域社会と訳さず．あえて11K文をそのままカタカナ表記にした。

犯罪者処遇の動向７７






































